
平
成
二
十
一
年
六
月
二
日
提
出

質

問

第

四

八

八

号

「
国
立
沖
縄
青
少
年
交
流
の
家
」
の
廃
止
・
統
合
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

照

屋

寛

徳

488



「
国
立
沖
縄
青
少
年
交
流
の
家
」
の
廃
止
・
統
合
に
関
す
る
質
問
主
意
書

沖
縄
県
島
尻
郡
渡
嘉
敷
村
は
、
沖
縄
海
岸
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
も
登
録
さ
れ
る
慶
良
間
諸
島
海
域

に
位
置
す
る
。
同
村
に
あ
る
「
国
立
沖
縄
青
少
年
交
流
の
家
」
及
び
「
青
少
年
自
然
の
家
」
（
以
下
、
同
施
設
と
い
う
）
は
、

一
九
七
二
年
五
月
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
を
記
念
し
、
平
和
の
願
い
と
次
世
代
を
担
う
青
少
年
へ
の
期
待
を
込
め
た
教
育
施
設
と

し
て
、
米
軍
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
跡
に
設
立
さ
れ
た
。
以
来
、
同
施
設
は
、
沖
縄
県
民
は
も
と
よ
り
、
全
国
の
青
少
年
の
宿
泊
体

験
活
動
や
平
和
学
習
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
歴
史
的
意
義
、
果
た
し
て
い
る
役
割
は
大
き
い
。

と
こ
ろ
が
、
同
施
設
は
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
二
十
四
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
独
立
行
政
法
人
整
理
合
理
化
計
画
」
（
以

下
、
「
整
理
合
理
化
計
画
」
と
い
う
）
に
お
い
て
、
宿
泊
室
の
み
の
稼
働
率
を
理
由
に
廃
止
・
統
合
の
対
象
と
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
沖
縄
県
及
び
渡
嘉
敷
村
は
、
同
施
設
の
廃
止
が
地
域
振
興
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
も
の
と
危
惧
し
、
政
府
に
対
し
て
存

続
の
要
請
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

同
施
設
の
過
去
三
年
度
分
の
稼
働
率
を
宿
泊
室
、
海
洋
研
修
場
（
以
下
、
キ
ャ
ン
プ
場
と
い
う
）
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
別

に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
全
国
の
「
国
立
青
少
年
交
流
の
家
」
の
平
均
稼
働
率
（
過
去
三
年
度
分
）
を
列
挙
し
た
上

一



で
、
同
施
設
の
稼
働
状
況
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

「
整
理
合
理
化
計
画
」
に
お
い
て
、
宿
泊
室
の
稼
働
率
の
み
を
廃
止
・
統
合
の
指
標
と
し
て
い
る
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

三

同
施
設
で
は
、
宿
泊
室
に
限
ら
ず
、
キ
ャ
ン
プ
場
に
宿
泊
す
る
利
用
者
も
多
い
。
そ
の
た
め
、
宿
泊
室
の
み
の
稼
働
率
で

は
、
廃
止
・
統
合
検
討
の
指
標
と
し
て
不
適
切
で
あ
り
、
全
国
の
同
様
の
施
設
に
お
け
る
稼
働
率
と
単
純
比
較
で
き
な
い
と

考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

キ
ャ
ン
プ
場
で
の
宿
泊
研
修
、
無
人
島
で
の
海
洋
体
験
研
修
な
ど
、
同
施
設
の
利
用
状
況
を
総
合
的
に
勘
案
で
き
る
よ
う

な
指
標
を
新
た
に
設
定
し
た
上
で
、
「
整
理
合
理
化
計
画
」
を
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。

五

二
〇
〇
八
年
七
月
一
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
で
は
、
小
学
校
の
長
期
自
然
体
験
活
動
の
必
要
性

が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基

本
方
針
二
〇
〇
四
」
の
提
言
、
及
び
二
〇
〇
八
年
の
「
青
少
年
育
成
施
策
大
綱
」
で
は
、
青
少
年
教
育
施
設
等
に
お
け
る
体

験
活
動
の
推
進
が
国
の
施
策
と
し
て
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
施
設
は
、
内
閣
府
の
進
め
る
「
ア
ジ
ア
青
年
の

家
」
事
業
で
も
使
用
さ
れ
、
日
本
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
国
際
交
流
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

二



る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
整
理
合
理
化
計
画
」
で
同
施
設
の
廃
止
・
統
合
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
上
記
方
針
と
矛
盾
し
、

国
の
政
策
と
し
て
一
貫
性
を
欠
く
も
の
だ
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


